研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　南山苑　　　　　　　　　職　種　介護福祉士　　　　　氏　名　夏井　美月

	期　　間　　平成　22年　9月　16日　～　平成　23年　3月　4日

	出張目的　「若年性認知症ケア実務者研修」における実習の参加

	出 張 先　ここりの郷　

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


〈考察〉

　　若年性認知症サポートセンター「ゆえみ」では通所者の方々と作業をしながらの実習でした。各通所者に合うプログラムが提供されるため拒むような様子もなく遂行されました。もし拒否がみられても良しとし、その方の意志を尊重しやりたいことをやっていただくという、理想的な支援の環境にあると感じました。もっと多くの方に利用して欲しく、期限付きの事業であるものの大々的に行政や民間にアピールしてもいいと思います。サロン「ゆうき」での実習では、家族やボランティアの方との交流が持て、若年性認知症者を取り巻く環境の現実を知ることができました。「ゆえみ」や「ゆうき」の存在は、本人にとっては得意なことができる場所であり生活のリズムを整えられる場所、家族にとってはリフレッシュや情報交換の場所となっているようです。具体的な法律がないため制度が確立しておらず、支援もほとんどない状況・・・家族の方とともに一日も早い制度の確立と事業の期限後も、何か別の形で支援が継続されることを願うばかりです。

　　今回8月～翌3月まで、期間的には長期であったが、本当に勉強になりました。

〈研修要旨〉

　◆第3回実習　H.22.9.16(木)

   ・プログラム：午前→囲碁、午後→数学の学習

　 〈考察〉

　　　南陽館に通われている利用者様であったこともあり、通所者との信頼関係の構築という点においての不安もなく緊張せずに実習に臨めました。通所者１名に対し実習生2名＋スタッフ1名というマンパワーが充実した状態だったため、通所者が恐縮することなくいつも通りに過ごせるかが心配でした。けれども、元教師という経歴もあって一人でも多くの人に教えることに張り合いを感じるようで、プログラムの囲碁も数学も詳しく私たち実習生に指導してくれました。普段は、プログラムを行なっても30～40分ほどで止めてしまうそうですが、この日は各プログラムとも1時間半近く集中して行なうことができました。実習生が刺激になったのかと思われます。

　　通所者の拒否や無反応・体調不良等なく、無事に実習初日を終えられ良かったです。若年性認知症サポートセンター「ゆえみ」では通所者一人ひとりのペースを尊重しているため、プログラムを強要することは全くなく、一方で準備されているプログラムは通所者の趣味・嗜好に合わせた内容となっており、通所者にとって至れり尽くせりの理想的な環境であると強く感じました。市内や近隣町村にどれくらい若年性認知症者の方がいるかは分かりませんが、多くの対象者に「ゆえみ」を利用して欲しいと思います。

　　

◆第4回実習　H.22.11.25(木)

・プログラム：午前→リース作り、午後→数学の学習

　 〈考察〉

　　　今回も前回と同じ通所者の方での実習でした。午前のリース作りでは、飾り付けをする心構えでいたので、枝木を拾いに行くところから始まったのには驚きました。通所者も快く枝木拾いに同行し、しかも率先して適当な枝木を見つけ取っていました。その様子は童心に返っているかのように無邪気にはしゃいでいるようで、南陽館利用時にもあまり見せたことのない一面でした。日頃現場において利用者様の身の周りのことについて「ケア」という名目を借りて先回って手を施してしまいがちの自分を反省し、プログラムはお膳立てするばかりでなく、可能ならば一緒に準備をしていくことの必要性を再認識しました。

◆第5回実習　H.22.12.14(火)

・プログラム：午前→香り袋作り、午後→ガラス細工・リースの輪作り・手まり作り

　 〈考察〉

　　前回までは趣味活動を目的とした支援で通所者は1名でした。今回は就労目的の支援で、通所者は3名。通所者同士で言葉を交わすことはなく、スタッフが声をかけた時に答える以外は、皆さん黙々と作業をされていました。午前中は一斉作業でしたが、午後は通所者の方それぞれの嗜好や得意分野に分かれての作業でした。ガラス細工の手伝いの担当となりましたが、色彩感覚や絵心のな自分にとって仕上がりを思い浮かべながらガラスを組み合わせるという作業は困難かつ苦痛でした。そんな自分に通所者の方は本を見せてくれたり基本となる色の組み合わせを教えてくれたり、無表情ながらもいろいろ指導してくれました。その方はデザイン会社を経営されていたそうで、言語と右手が少し不自由でしたが、いつかまたデザインの仕事をしたいとおっしゃっていました。色・建造物・美術品等の話になるとカバンから何冊も本を持ってきて、素人の私に懸命に語ってくれました。病に冒されても本人の能力は衰えることなく、また能力を活かすことは励みになることを目の当たりにした気がします。

  ◆第6回実習　H.23.1.8(土)

・プログラム：午前→昼食作り・ミニ羽子板作り、午後→ミニ羽子板作り

　 〈考察〉

　　若年性認知症の方、その家族、ボランティアを対象として月1回開催されているというサロン「ゆうき」での実習でした。家族にとっては気分転換・情報交換の場にもなっているようで、スタッフ・家族・ボランティア間の気心もしれているような和気あいあいとしたアットホームな雰囲気でした。

実習生も今回は自分も含め6名と多く、午前は昼食作り班と羽子板作り班の二つに分かれて作業を行ないました。羽子板作りが初めてだったので、要領をつかむまで作る方に没頭し肝心の利用者やその家族の方との交流を図ることをおろそかにしてしまいました。それでも昼食時から、皆と交流を図ることを心掛け、家族やボランティアの方と話をすることができました。若年性認知症の方を取り巻く現状を知ることができ、貴重な情報収集となりました。家族の方は、当人の最近の家での様子や就労場所や支援の広がりが欲しいというを話され、ボランティアの方は日頃の活動についてや実際に活動していて思うこと、支援については家族の方と同じように広がりを求めていました。そんな話を聞いた後、自分にできるは何だろうと考えると情けないことに何も浮かばず、強いて思いついたことは、今後サロンに自分もボランティアとして参加すること。実習ではなく、一員として参加しささやかにこの活動を支えていきたいと思います。

◆第7回実習　H.23.2.8(火)

・プログラム：午前→ガラス細工、午後→やすりがけ・皮細工

　 〈考察〉

　　今回も就労支援の方の実習で、午前中は苦手とするガラス細工でした。美術の得意な通所者の方とのマンツーマンではなく皆で一斉の作業であったため、少し楽な心持ちで臨め、各自感性のおもむくままに作品を作っていました。好みの色や形等、個性が出ていました。午後は皮細工で烏帽子を作る作業と烏帽子の台座となる木をやすりがけする作業に分かれました。簡単と思っていたやすりがけも表面や角を均一にするのはなかなか難しく、力加減ややすりをかける方向に注意が必要でした。

　　サロンも含め、5回の実習を終え感じたことは、一人一人の趣味・嗜好に合わせできることをするということはその人自身を維持していく上で非常に重要で、支援の基礎であるということです。また、本人や家族の気分転換のためにも内にこもらず外に出るきっかけが必要で、サポートセンターの「ゆえみ」もサロンの「ゆうき」も本当にいいきっかけとなっていると思います。期限付きの事業のようですが、若年性認知症者とその家族の方のためにも期限後も継続していってほしいと思います。また、「ゆえみ」でのプログラムが多岐にわたり、それもスタッフの情報収集や勉強の賜物であろうと思うと、スタッフに心から敬服します。南陽館でレクの一端として行なう手工芸で、実習での内容を取り入れていこうと思います。

◆第8回実習　H.23.3.4(金)

・グループワーク、障害者自立支援法等の新しい制度について

　 〈考察〉

　　研修最終日は、実習中に関わった通所者の方2名について一方選択し、当人や家族に対して今後どのような支援を行なっていくかのグループワークでした。実習中の通所者の方の様子やサロンで家族の方と話したことを思い出しながら、ない知恵を振りしぼっての参加でした。実習先は参加者全員が同じで通所者の方のも同じであったものの、支援を考えるとなると様々な案が出され、参加者それぞれの考え方が顕著にあらわれ、そういう点では面白く勉強になりました。よっぽど的外れでなければ支援に正解はなく、何を一番の目的とするかで支援の内容や優先順位が変わるようです。今後実際の支援に関わるようなときは、慎重に利用者や家族のニーズを適切に定めることが必要だと感じました。そのためにも情報収集は必須で、自分を本人や家族に置き換えてみることも一手段として有用なのではないかと思います。

　　『障害者自立支援法』は福祉分野で比較的新しい制度として紹介されました。利用したことや関わったことがないため、説明を聞いていても正直ピンときませんでした。介護保険と同じようにサービス提供事業所は利用する側で選び契約することや、サービス内容がこれまでの制度とは異なる点のようです。福祉関連の制度は介護保険法をはじめ各法律に従いそれなりに稼働しているが、例えば初めて介護保険を利用するため役場へ行ったとしても、医者の診断書が必要だとか、地域の支援センターに行ってくださいとか、事態が先に進まないことが多いようです。スムーズに制度を利用できるために、役場に相談に行った時に、必要書類や利用できるまでの流れを説明するべきで、何のための制度で何のための行政なのか考えさせられます。『障害者自立支援法』も制度を利用する側が納得し十分機能する制度であることを願います。
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